
 

  

 

 

令和 7年度がスタートしました。 

しばらく子どもたちがいなかった静かな校舎にこどもたちの元気のいい声、笑顔が帰ってきました。 

４月 8日(火)、令和７年度の古志原小学校が始まりました。 

1年生 94名、2年生 96名、3年生 102名、4年生 108名、5年生 114名、6年生 101名の 615名のこ

どもたちとスタートします。こどもたちが古志原小学校の合言葉「本気」「やる気」「元気」の姿で学校

生活を送ることができるよう、教職員一同力を合わせ、こどもたちと向き合いながら取り組んで参り

ます。どうかよろしくお願いします。 

 

 

 

さて、1学期の始業式に、校長先生からみんなに心に留めておいてほしいことを 3つお話します。 

 

①「命を守る」 

みなさんの命、それはたった一つしかない大切なものです。だから、自分の命は自分で守る！この

ことをしっかり心にとめておいてください。 

 特に、交通事故。交通事故にあわないように、横断歩道のわたり方、自転車の乗り方、十分に気を付

けましょう。道を渡るとき、まず、しっかり手をあげますね。そのあと、どうしますか？ そう、まず

右を見て、次に左をみて、そしてまた右を見る。ここで質問です。どうして最初に右を見るのですか？

そして最後にもう一度右を見るのですか？わかる人、いるかな？ 

 日本の車は道路の左側を走ってきます。ということは、今から渡ろうとするみなさんの目の前を走

っていくことになります。みなさんにとって近いところを通っていきますね。だから、最初に右を見

て、次に左を見て、そして最後にもう一回、大丈夫かな、と右をみるのです。自転車に乗るときもルー

ルがありますね。ヘルメットをきちんとかぶる、ブレーキの利かない自転車には乗らない、二人乗り

をしない、などです。ルールを守って安全に過ごせること心がけましょう。 

 

②「笑顔～しっかりとあいさつをする」 

 みんなが朝、登校するときに笑顔で『おはようございます！』と元気にあいさつできたら、素敵な 1

日が始まると思います。そして友だちと一緒に笑顔で過ごすとその日が素敵な 1日になると思います。 

 

 ③「めあてをもつ」 

 勉強をがんばる、とか、先生のお話をきちんと聞く。今習っていること、野球、ピアノなどを一生懸

命練習して上手になる。おうちの人の手伝い、例えば毎日お皿を洗うことを手伝うなど、「めあて」に

してがんばること、いろいろありそうです。「めあて」をもってがんばるということは「成長」につな

がります。 

 大事なことは、そのめあてが三日坊主にならないように、続けてがんばれるものであってほしいと

思います。 

 

「命を守る」「笑顔～しっかりとあいさつをする」「めあてをもつ」、校長先生からみなさんに伝えた

かった３つのお話でした。 

それでは、令和 7年度、みんなで力を合わせてがんばっていきましょう。よろしくお願いします。 

 

古志原小だより 
令和７年4月18日 

その１ 文責：岩井 

始業式に校長よりこどもたちへ次のような話をしました。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆彡 古志原小学校 HPについて  ☆☆☆  

古志原小学校のこどもたちが、日々頑張っている様子を出来るだけ皆様にお伝

えしたいと思い、HPにその様子をアップしています。右にある QRコードより

ぜひご覧ください！ 

ここ数年の記憶の中では、最も桜がきれいに咲
き誇る日になりました。暖かい春の陽ざしの中、
94 名の 1 年生が入学しました。会場に集まった
大勢の方々の前で緊張している様子も見られまし
たが、1 年生のこどもたちは、一生懸命に入学式
に臨むことができました。式の中では大きな声で
返事をしたり、式辞の中での問いかけに元気よく
答え 

 
答えたりする場面もありました。とてもかわいくていい子たちです。これからの学校生活の中で、友だち、
先生、上級生、そして地域の方々を好きになり、仲良く楽しく過ごしながら大きく成長してほしいと思いま
した。 

６年生がこの日のためにたくさん練習してきた素晴らしい歓迎の言葉、歌で１年生を迎えることができま

した。そして６年生の一生懸命の会場準備、教室の飾り付け、どれも立派で、この日の陽ざしと同じように

とても温かな気持ちになる入学式となりました。 

 

入学してから１週間と数日経ちました。朝の登校では、先頭の班長さんに一生懸命ついて歩いて来

ます。教室に入ってからは、学習の準備などやらないといけないことがたくさんあります。１年生が

慣れるまで、６年生のお兄さん、お姉さんが教室で準備を手伝ってくれています。１年生にとって、

この時期、６年生が手伝ってくれることは、本当に嬉しいことだろうし、心強く感じることだろうと

思います。６年生は優しい目をして、かわいい後輩たちのお手伝いをしてくれます。とても優しく温

かい空気が流れています。こどもたちが学年を越えて兄弟姉妹のように信頼しあい、仲良く過ごして

くれたらと願っています。今後、縦割り活動のふれあい班で運動会を行う予定です。ここでまた異学

年交流を行いながら、お互いの信頼関係を深めてくれたらと思っています。 


